
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  「お手伝い」と「一緒に」のススメ  

 

                                  旭川市立永山南小学校長  小 野 敦 司 

 

 師走に入ってからの雪は解けたり積もったりを繰り返しながら，例年になく積雪の少ない状態

が続いていましたが，このところの大雪で，一面まっ白な分厚い層ができあがりました。   

校庭からは転がって遊び回る子どもたちの元気な声が響いてきます。 

永山南小学校では本日をもって２学期８３日間（学校閉鎖が３日間ありました。６年生は修学

旅行の休業日があったので８２日間）を終了します。保護者・地域の皆様には本校の教育方針や

活動に深いご理解と力強いご支援をいただき，予定した２学期の教育活動を無事終了すること

ができました。心より感謝申し上げます。 

明日からは，２０日間の冬休みに入りますが，長期休業の前になると話題に上ることの一つに

「お手伝い」があります。早寝・早起きと並んで，よく，休みの計画表などにお手伝いのチェッ

ク欄もあります。お手伝いについては，昔からいろいろと言われていますが，本当に効果がある

のでしょうか。もし，あるのならどのような効果があるのでしょう。 

ご家庭からは，「子どもに手伝わせても，かえって時間がかかるし，自分でさっさとすませた

ほうがラク」という声が聞こえてきそうですが・・・。 

 まず，①お手伝いで，手先を使うことは脳を鍛えることになります。手は露出した脳といわれ

るくらいだからです。②手伝いをすると生活体験が豊かになります。 

生活体験が豊富であればあるほど，応用問題をはじめ，さまざまな問題を 

解いていく力がついてきます。③物事の手順を考える，段取りの力がつき 

ます。お家の大掃除だって上から下に向かってしますよね。 

 さらに，最近の研究から明らかになってきたのは，④子どもが 

ご飯の準備に参加するといったごく一般的なお手伝いが，子ども 

の脳の認知機能を高めることです。そればかりか，親子で一緒に 

料理をすると，親（なんと親！ですよ）の空間認知などの脳機能が向上するそうです。 

しかも，⑤お手伝いさせることや一緒に食事やおやつ作りをすることは，大人になったときの幸

福度を高めるという注目すべきデータもあります。 

            少し時間に余裕のある冬休みです。お子さんに家事のお手伝いをま           

かせて，あるいは「一緒に」してみませんか。 

 
                       参照：『頭のよい子に育てるために今すぐ絶対やるべきこと』                                

（川島隆太著，アチーブメント出版） 

令和５年度 旭川市立永山南小学校 学校通信 １２月号    １２月２５日発行 

永山南小学校教育目標  

令和５年度 重点教育目標 『認め合い 支え合い 高め合う 南っ子の育成』 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代表委員会の企画で，
異学年どうしで休み時間
に一緒に遊びました。高
学年は低学年に優しく声
掛けをしながら楽しく活
動する姿が印象的でし
た。 

 
 
１５日（月）３学期始業式（午前授業）給食なし 

口座引き落とし日 
１６日（火）PTA交通安全ボランティア登校時・下校時 
１７日（水）スキー学習（５年生①）５年生お弁当 

（６年生①）６年生お弁当 
１９日（金）スキー学習（３年生①）３年生お弁当 

（４年生①）４年生お弁当 
２２日（月）委員会⑨  
２４日（水）一斉下校訓練 
２９日（月）第 4４回開校記念日 
３１日（水）全校集会⑧ 
 
 
 
 
１日（木）PTA交通安全ボランティア登校時・下校時 

１５日（月）校内作品展（～3／1） 
              スキー学習（５年生②）５年生お弁当 

スキー学習（６年生②）6年生お弁当 
６日（火）スキー学習（２年生） ２年生お弁当 
７日（水）委員会⑩（反省） 
８日（木）新１年生入学説明会 
９日（金）スキー学習（３年生②）３年生お弁当 

スキー学習（４年生②）４年生お弁当 
１１日（日）建国記念の日 
１２日（月）振替休日 
１４日（水）参観日，学年懇談会（６年生） 
１５日（木）中学校入学説明会（6年生） 
１５日（水）口座引き落とし日 ドレミ集会④ 
１６日（金）参観日，学年懇談会（５年生） 
２１日（水）参観日，学年懇談会（４年生） 
２２日（木）参観日，学年懇談会（３年生） 
２３日（金）天皇誕生日 
２６日（月）児童会選挙 
２７日（火）参観日，学年懇談会（２年生） 
２８日（水）参観日，学年懇談会（１年生） 
        全校集会⑨ 
 
 

 

先月にお願いいたしました，今年度後期の学校
教育に関わる保護者アンケートへのご協力ありが
とうございました。同時に，児童と教職員アンケー
トも実施しましたので，結果から特徴的だったこ
とについてお知らせいたします。 

 

【前期の評価と比較して】 
 
成果 向上が見られた項目 
 
○「聞く・話す」  ○「読書」 
○「交通安全」   ○「役に立つ人間」 
 
例年課題となっています「読書」の項目は，ここ

数年少しずつ向上しています。朝読書，読み聞かせ
などの学校での取組はもちろん，ご家庭での声掛
けも成果となって表れてきていると考えられま
す。 
「役に立つ人間」については，コロナウイルス感

染症の 5 類移行後，友達や異学年，外部の方と関
わり，自分と他者を考える機会が増えたことが向
上の要因と考えます。 

課題 A・B 評価で全体的に低かった項目 
 
▲「学習の姿」   ▲「読書」 
▲「好き嫌い」   ▲「挑戦する姿」 
 
成果は見られていますが，依然として「読書」は，

高学年になるほど取組に課題があります。家庭に
おける動画視聴，ＳＮＳやゲーム時間との関係や，
情報機器の活用力の向上等が読書機会の減少につ
ながる要因の一つと考えられます。 
また，「好き嫌い」については，前期に比べ上昇

しているものの，平均評価が 70％となっていま
す。食育の取組やＳＤＧｓの取組，家庭での取組の
効果もありますが，もう少し家庭と学校との連携
が必要と考えられます。 
改善の方向性 
 
□学びの高まりを実感し，学びの姿を高めていこう 
□本を借りる習慣をつくり，読書の時間を多くしていこう 
□運動，栄養を取り，病気や寒さに負けない体をつくっていこう 
 

今年度 2回目の参観日は，時間を分けずにご参
観いただきました。たくさんの保護者の皆さんに
久しぶりに間近で見られる子どもたちの緊張感が
伝わる授業でした。３学期は今年度最後の参観日
を今回と同様な形で予定しています。 

4年生が総合的な学習の時間「共
に生きる」で認知症について，ペッ
パーと学習しました。お年寄りの方
への理解が更に深まりました。 


